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内容要旨 

 社会機能の障害は統合失調症患者にしばしば認められるため，その関連因子

を見つけることは同疾患の研究及び臨床的介入において重要である。先行研究

では精神症状（陽性症状，陰性症状，抑うつ症状），薬原性錐体外路症状など

の臨床要因が関与するとされている。さらに最近、認知機能障害が注目され，

精神症状よりも強い関連因子であることが示されている。認知機能に関しては

従来研究されてきた神経認知に加え，社会認知も注目されている。本研究では，

神経認知に加え社会認知も含む認知機能評価バッテリーである MATRICS 

Consensus Cognitive Battery (MCCB) を用いて認知機能障害を測定し，統合失

調症患者の社会機能との関連を他の臨床要因も含めて検討した。 

 徳島大学病院精神科神経科外来に通院中の Diagnostic and Statistical 

Manual of Mental Disorders-IV の診断基準を満たす統合失調症患者 55 名を対

象に，以下の評価尺度を用いて調査した。対象患者より本研究への参加につい

て文書にて同意を得た上で調査を行った。社会機能，認知機能，陽性症状・陰

性症状，抑うつ症状，薬原性錐体外路症状については，それぞれ Quality of Life 

Scale (QLS), MCCB, Positive and Negative Syndrome Scale (PANSS), Calgary 

Depression Scale for Schizophrenia (CDSS), Drug-induced Extrapyramidal 

Symptoms Scale (DIEPSS)を用いて評価した。罹病期間，入院回数，抗精神病薬

服用量も調査した。本研究は徳島大学倫理委員会の承認を得て行った。 

 MCCB については Cognitive domain score（各認知領域ごとのスコア）も
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Composite score（総合得点）も QLS スコアとの間で有意な相関は認められなか

った。しかし，MCCB を構成する 10 個の下位検査のうち，Trail Making Test Part 

A スコア 及び Brief Assessment of Cognition in Schizophrenia-Symbol 

Coding (BACS-SC)スコア は QLS総スコア及び一部の下位検査スコアとの間で有

意な正の相関が認められた。臨床要因については，PANSS 陰性症状スコアは QLS

総スコア及びすべての下位検査スコアと，PANSS 陽性症状スコアと DIEPSS スコ

アは QLS 総スコア及び一部の下位検査スコアとの間で有意な負の相関が認めら

れた。CDSS スコアは QLS の一部の下位検査スコアとの間で有意な負の相関が認

められた。罹病期間，入院回数，抗精神病薬服用量は QLS スコアとの間で有意

な相関は認められなかった。QLS 総スコア及びすべての下位検査スコアを従属

変数，QLS スコアと有意な相関のあった上記要因を独立変数として重回帰分析

を行ったところ，PANSS 陰性症状スコアは QLS 総スコア及びすべての下位検査

スコアに独立して影響を与えていた。CDSS スコア、BACS-SC スコアは QLS の一

部の下位検査スコアのみに独立して影響を与えていた。 

 本研究では，統合失調症患者の社会機能に関連する諸要因について認知機能

障害を中心に検討した。その結果，社会認知については社会機能との関連を認

めなかった。神経認知については BACS-SC で評価される処理速度が一部の社会

機能に影響を与えているが，陰性症状の方が社会機能全般に与える影響力が大

きいことが示された。統合失調症患者の社会機能の向上という観点からは，陰

性症状に対する治療が重要であることが示唆された。 






